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ペプチドの生体内安定化技術ならびに
薬物送達システムへの応用

医系化学／化学教室

ペプチド、非天然型アミノ酸、薬物送達システム（DDS）

ペプチド中に非天然型ア
ミノ酸を導入し、さらにペ
プチド側鎖に架橋を施すこ
とで酵素に対する分解耐性
を獲得し、血清存在下でも
安定に存在することができ
ます。
ペプチドの生体内安定化

技術はペプチドの細胞膜透
過性向上にも寄与し、モデ
ル薬物や核酸などの生体高
分子を効率よく細胞内に送
達することができます。ま
た、機能の持続化にも貢献
します。

本研究のフェーズは、■基礎 □基礎～臨床 □臨床 です

教授
大庭 誠

ペプチド創薬に注目が集まる中、生体内で分解されやすい
ペプチドの安定化技術を有しています。また、薬物送達シ
ステムのツールとして用いることができるペプチドシーズ
を有しています。

ペプチドを研究ツールや医薬品へと応用することを考えて
いる研究者・企業。
細胞膜透過性の低い薬物を細胞に導入したい研究者・企業。

TEL: 075-251-5168 FAX: 075-251-5275
E-mail: kikaku01@koto.kpu-m.ac.jp
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薬物送達システムとしての評価血清に対する安定性評価

天然のアミノ酸のみ
からなるペプチド

天然のアミノ酸のみ
からなるペプチド

非天然型アミノ酸を
導入したペプチド

非天然型アミノ酸を
導入したペプチド

側鎖に架橋を
施したペプチド

側鎖に架橋を
施したペプチド

（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）


